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束繭アジア藷團の鉱業の現状

お隣リの台湾の鉱業界では石炭がもっとも活況を呈

しており日本とひきかえ意外相感がします東南アジ

ア諸国の鉱業界の特色をお隣りの韓国を振り出しにご

紹介しましょう.付録として鉄･石炭狂どの日本への

供給源としてクロｰズアップされるオｰストラリアと

日本自体についてもふれてみます.

地質相談所

燥されて日本へ1トンあたり約25ドノレで売られるが韓

国側は新工場の製品をトンあたり50ドルで売却したいと

希望している.

韓国における全層と鉱物坐産撞

韓国

金属と眉炭の生産は上昇したがタングステンは下降し

だ.新しく欝眉･カオリンおよび黒鉛の工場が採掘出

鉱を行なっている

63年には鉄と石炭の生産が非鉄金属とともに増加を

見た.しかしタングステン生産は国内の上昇する採鉱

ロストと世界のタングステン価格の下落によって苦し

みを続けたがその年の終りには市場の情勢はかなり持

ちなおした.これまで手選だけで輸出されていた非鉄

金属鉱物のよりよい利用のために若干の新しい処理工

場が建設された.また64年には韓国においてセメン

トを自給自足できるためにセメントエ場が建設される

だろう.韓国の鉄鉱生産量は釜山北方25マイルのマ

ルカム鉄山の増産によって上昇したがその輸出価格は

1トン(Fe53%)について13.50ドルから11.50ドルに

下がった.このマルカム鉄山は62～63年にアメリカ

の国際開発局(AID)の数次の広域調査によって開発され

AIDと韓国地質調査所による韓国鉱物探査計画委員会

(KOMEP)によってさらに発展した.KOMEPは鉱物

探査･開発および鉱山設備の援助を与える機関である.

サントンタングステン鉱山は自由世界におけるもっ

とも大きいこの種の鉱床の1つであるが中共の経済界

のダンピングによる安値の被害をこうむった.政府の

所有する韓国タングステン鉱山会社(KTMC)はアメリ

カの鉱工業技術者とともにサントンの近くに鉱床を探そ

うとし中間調査の結果ではきわめて有望である.

粉砕工場の数と種類は63年には大幅な増加をして鐙

石粉粋工場は中央部のクムサンにおいて97%の螢石を

1目に50トン生産する計画を立てて操業を始めた.

またカオリン工場が南鮮沿岸の馬山港において完成した.

それは日本から輸入した機械と地方の設備を使用して

1目150トンのカオリンを精製するように計画され約

32万ドルの建設費を要した.カオリンは手洗され乾
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石炭(無煙炭)1�i�7,444,O07�8,858,090

金2�一�3,313�2,802

銀2�一�12,842�13,809

銅鉱2�銅4%�10.726�12,296

鉛鉱2�鉛50%�2-825�3,833

亜鉛鉱2�亜鉛50%�839�2,259

タングステン精鉱9�タングステン70%�6,390�5,257

マンガン精鉱2�マンガン40%�1,002�4,155

モリブデン精鉱2�モリブデン95カ�137�129

ニッケル鉱2�ニッケル4%�868�855

ビスマス鉱2�ビスマス45%�534�528

金納ビスマス2�〃99%�154�134

鉄鉱2�鉄50%�470,744�500,725

黒鉛(結晶質)�炭素80%�1,216�1,691

黒鉛�炭素75%�183,879�337,98{

カオリン2�SK35�38,193�52,262

螢石2�70%�32,970�39,784

1.トン2.キログラム3.shorセton

台湾

石炭の生産は最高レコｰド金瓜石銅鉱山二あける有力

な坑道の再開セメント生産商は上昇

63年における石炭の生産は480万トンの最高記録を樹

立し64年にはさらに485万トンを目指す好調ぶりであ

る.しかし63年における石炭の輸出は日本の鋼鉄の

生産高の低下によって9万5千トンに過ぎなかった.

63年には石炭混合試験工場が台湾の石炭の品質を改

良する目的をもって台北の郊外のチグメイに建設され

ているが64年の初めには操業されるであろう.

金瓜石銅山において発見された金の富鉱ポケットは

63年のはじめにはしだいに小さく柾ゆ金の生産は下降

した.合金當鉱体からの現在の生産高は1ヵ月に100

～150トンで1トンについて平均50～609の金を含ん

でいる.銅山地域の似たような地質条件のところで

ほかのポケットをを探す努力が続けられている.

No.8水平坑道の復興を目的とする努力は金瓜石銅

山の生産を増加するために着実に進められてきた.こ

の坑道は海水準下にあって第2次大戦の終わりに出水し

それ以来全く回復されなかったものである.4つの有�
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望な鉱体がすでに復興工事中に見つかっている.

台湾には肩下13のセメン'ト工場がありそのうち5つ

は北部台湾に2つは東部台湾に6つは南部台湾にあ

る.63年の全ポｰトランドセメントの生産は218万5

千トン(含白ポｰトランドセメント1万トン)であった.

63年にはその生産量は230万トンそのうち100万トン

が輸出されるだろう.

たどった.

セメントの生産は量において1%減価格について15

%上昇した.生産は1年に72万6,000バレルの合同能

力をもつ6つの会社の操業によるものである.この情

勢を緩和するためにさらに若干のセメント工場が今年

か来年に始業されるであろう.これに反して石炭は

高いコストのため生産制限をしなければならなかった.

�台湾における鉱産物の生産商�����

一'■■�1止⊥■山1■■1■■�皿1■�■'11■I■■^1�一]'�1�

商品名�i19611�1962�I���

���■�1963��
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石�炭1�,����

�1�4,236,574�■���

�������������

硫�黄一�1�4,266�…�6,320�,

������

黄鉄鉱1�`�47,467≡�52,809�46,762��

金2�一�5･4401�824�,�990�

銀2�i�24,O{4�2,593�2,648��

鍋(電気)1�2,251�2,492�1,619���

磁鉄鉱砂1�15,005�5.811�4,704���

褐�鉄�鉱1�一�一�576�

滑�石1�12,415�14,70里�14,787��

石�綿1�40�500�548��

眉�衡�12,126�15,921�26,588��

一■阯■一�1L一一キ回グラム�一一一�',���

111､ソ2.������

1トン2キ回クラム

フィリピン

銅･銀の生産は首位を占めク同マイトの生産は温･価

格とも下がりセメントはなお不足している

63年のフィリピン鉱業は必ずしも個々の鉱物生産量

でなく総計の価格で膨張を続けた.価格の成長は

金･銀の高値と80%の統制解除から盛んに狂った鉱物

輸出から得られたドノレに対する割高のペソ収益による

ものである.金の生産量はこの国最大の金生産者で

あるベンゲヅト会社の生産の低下によって11%下がっ

た.一方銅鉱の副産物としての金の生産は相変らずで

あった.銀(金と同時にとれる)は62年より量において

14%価格について45%増加した一アコジェ鉱山会社

によるニッケル精鉱の船積みは一時的に中止させられた.

これは山元においてプラチナ金属からニッケルを分離

できるかどうかを解決するためであった.

銅は63年に量において16%価格について20%上昇

し最高の年となり第1位の生産者はアトラス連合鉱山

開発会社第2位はレパント連合鉱山会社であった.

鉄鉱の生産は量において0.16%下がったが価格に

ついて3.01%上カミった.フィリピン鉄鉱山会社は首位

を持続しアトラス会社の肥料]二場用の硫酸津は量に

おいて62年の7.2%上昇し日本へ輸出された.クロ

マイト･マンガンおよび水銀の生産高はアメリカおよ

び日本市場の需要の後退によって量および価格とも下

カミった.その他船･亜鉛･モリブデンおよびカドミ

ウム等輸出品は随伴鉱物と同様量において同じ傾向を

フィリピンにおける金属･鉱石生産量

商_呼名;･…

金21423,983

銀2!812,793

プラチナ2174

����㌀

････…1････…

�������

��　

�パラジウム空2151410��

クロマイト田���

金属として�144,483�98,202�8薯,779

耐火物として�495.819�433,085�373,3{2

鹸鉱2�1,170,548�1,386,959�1,384,704

銅8�51,875�54,728�63,686

マンガン鉱�19,038�11,939�7,666

鉛8�101�82�71

亜鉛g�3,313�4,460�3-893

水銀{�3,167�2,767�2,651

モリブデン田�113�113�107

ニッケル3�9�n�0

カドミウム8�O�0.60�11.2

硫酸澤�N.A.�7,725�13,257

セメント5�N.A.�5,633,390�5,578.888

石炭g�N.A.�162,978�156,535

一1L■■■���
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1.フィリピン鉱山周資料2.オンス3.トン

4｡フラスク(76ポンド)5.バレルN.A.未入手

香港

鉄は依然としてもっとも蟹要な鉱産物である馬鞍山鉱

山で発見された眉灰岩はセメント用として地方向けの

用途に適しているだろう

わずか400平方マイルの陸地にすぎないけれど香港

は各種の経済性のある鉱産物の産地として著名である.

商業的べ一スで稼行されている鉱石は鉄･石墨･鉛･

タングステン･長石･石英およびカオリンである.

馬鞍山鉄山は月平均約1万トン(湿式法による56%

Fe)の磁鉄鉱を産出している.主要運搬通洞(110mレ

ベノレ)が新しく63年に完成した.それは7900フィｰト

の長さで粗鉱をのせたダンプ車を選鉱場へ連絡する路

線をもっている.新しく発見されたスカルン化しない

石灰石の鉱床は将来十分大きく稼行されるだろう.こ

の鉱床と3つの小さい鉱体(それらは海水準下まで大部

分採掘された)以外には石灰石のやまはない.その結

果グリｰアイスランドセメント会社は石灰石を中共･ベ

トナムから輸入せねばならない.地方向けセメントは

この数年建築ブｰムのため非常に出荷されている.�
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香港における鉱産物生産量

廠品名'1962;1963

長石937.OO11,680,20

7ゴ轟…1,207.70536.75

鉄鉱111,536.58111,864.73

カオリン6,373.79･5,018.6S

石英4,155.86…2,997.19

鉄マンガン重石15.0717.17

(単位ロングトン)

マレ】シア

錫の高い値段は小鉱山を再開させた錫鉱物の輸出と鉄

鉱の産出高(24鉱山分)は戦後のレコ回ドをつ<った

新国家マレｰシアは63年9月16目に誕生した.マラ

ヤ連邦の11州カミ新しい独立した国家を英連邦内につく

るためにシンガポｰノレ独立州とボルネオの2つの英国

の植民地北ボノレネオ(いま“Sabah"と命名された)お

よびサラワクと連合した.年の大半はマレｰシアで次

かったからマレｰシアとしての活動でなくv･ままで

の国別に述べる.

ボｰキサイト･金および石炭はサラワクにおいて錫

はペナン州を除く10列1州で生産された.ペナン市は

2つの大き菰製錬所のあるところで錫の輸出港でもあ

る.錫の市場値段の値上り傾向は実質的に鉱山の増

産をもたらした.錫精鉱は⑧2年の5万8,600トンから

63年の5万9,900トンに増加して戦後最高の記録をつく

った.ドレッシングは全生産量の45.94%で62年の

48.66%61年の52.88%60年の53.88%に比して漸滅

している.全生産量に対する貢献の度合が減じたこと

は大規模な操業にたえ得る錫含有量の減退のしるしで

ある.他方小さくて稼動できるポンピ1■グ鉱山は

数において573から593に増加しこの方法による貢献の

度合は63年には39.66%62年には37.72%61年には

34.52%60年には34.32%で漸増している.マレｰシ

アの錫はすべて沖積鉱床からでる.ただ1つの例外

としてノ･バンク州のある鉱山が鉱脈から1,950トン(63

年)を生産している.国内鉱山から製錬所への錫鉱の

受渡しは62年の5万8000トンから63年の6万トンに増

えた.63年の錫の輸出は62年より4,700トン増加し

て戦後最高の8万6,000トンを記録した.

錫に次ぐ重要鉱物は鉄鉱であり63年の726万トンは

新記録である.24の鉄山が63年の末に稼行していたけ

れど2つの鉱山だけで約7割の487万トンを占める.

その1つのやまは東部金属鉱業のドレングアヌウにお

けるダンカン鉱山で299万トンを63年に生産した.他

の1つはロンピィン鉱業会社(ハパング州ブキット

イバム)で188万トンを生産した.後者ははじめて

62年の6月に生産を開始してからその年の終りまでに

66万トンを産出した.

ボｰキサイトの生産はジョホｰル州の2つの鉱山か

らである.63年には約44万トンその後鉱山近傍の未

知鉱床に対する探査が進んでv･る.

マレｰシアにおける鉱産物の生産量

�'…一阯'一■��…■■'■'一'…

�商品名,･････…1･…��

�一■一…L'■■｣'■■'一■1■一1廿一1■一'¶I1■■'■■一��

錫精鉱一�56,028�58,603�59,947

金2�12,486�6,923�9,116

鉄鉱一�6,733,520�6,507,302�7,264,543

マンガン鉱1�6,366�304�6,872

ボｰキサイト1�409.881�349.419�444,O壬7

イルメナイト(輸出)�106,975�101,675�147,014

モナザイト(輸出)1�696�627�885

鉄マンガン重石1�14�9�6

灰重石1�17�'�一

コ回シブ石1�95�110�S8

錫精錬スラッグ(輸出)�2.065�911�11,400

陶石�1,571�3,459�1,176

ジルコン(輸出)1�56�60�173

鍋精鉱(輸出)1�1,500�1,250�1,900

1.ロング･トン2､ト回イオンス

ザIラワクサバ】

ボロキサイトは衰微したがサラワクの石炭(日本によ

る)は活動的であるソリアノ(フィリピン)会社はサ

バ回1二おける銅探鉱を続けている

ボｰキサイトと石油はサラワクにおけるおも粗鉱産物

であるが生産は埋蔵量の澗渇により減退を続けている.

63年の金鉱山は前年よりやや不活発であったが地質調

査所によるダイヤモンド試錐は成功し工業へのよいバ

ックアップに放っている.サバｰでは銅の探鉱がすば

らしい成果を収めている.

肩本鉱業(株)は西サラワクのシランテック地域の石

炭自然コｰクスおよび粘土に興味をもっており700万

トンの粘緒炭と自然コｰクスの存在を実証し5千万ト

ンの推定埋蔵量を算定している.63年には探鉱は自

然コｰクスのサンプリン･グとテストに限られ50トンが

工業的試験のため12月に日本へ積荷された.また耐火

粘土の相当量が実験用として日本に船荷された.

フィリピンのA.ソリアノ｡シア会社は地球物理的･

地球化学的技術によって示顕された異常地域に銅につ

いての大きな探鉱言十画を進めている.有望区域に対す

る試錐は30フィｰトの深さに孔雀石の存在を実証した.

サラワクにおける鉱産物の生産蟄

商品省119611

ボｰキサイト1253,389

金24.326

1.目シグ･トン2.オンス

･…1･…
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㈮�����



一58一

'タイ国

錫･マンガン･二百穂･蟹:石およびアンチモニｰの産出増

加錫の海底探査が盛んになった

錫は63年のタイ国鉱工業にもっとも重要な役割を演じ

その生産量は62年に比べて6%増2万トンから2万1

千トンになった.有力柾東部鉱業開発会社(BURAPA)

は300万工一カｰをこえる近海の特別探査利権を政府か

ら許可されその探査活動は脚光を浴びた.カｰバイ

ド連合金杜(アメリカ)はBURAPAと契約して海域探

査船を建造した.タイ政府はまた前2会社の役員によ

って発起された新タイ錫製錬工場に対してタイの錫を

輸出する独占権を与えた.シャム･アメリカ鉱山企業

会社とボウルlF･ジョラ連合金杜は南タイのハンソン

露天掘アンチモニｰの開発･操業を共同して続行した.

鉱山の発展は順調で自由世界のアンチモニｰの重要な

源泉となるであろう.

タイ国における鉱石と精鉱の生産量

商品名

すず沿

鉄マンガン重石

鉛鉱里

マンガン鉱2

石帽:

螢石

鉄鉱

･…1

･･一…!
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･･,…1
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1.ロング･トン2.トン

インドネシア

錫の生産は非常に下落したが眉炭･ニッケルおよびセ

メントの生産は上昇した錫の珍漢が近海底において行

なわれる

バンカ島メントクの錫製錬所は62年来建設中で64

年に始業するように期待されている､63年の2月15目

にインドネシア錫管理局とサイモンロブニッツ会社'ス

テイブンソ;■会社との間にバンカ島近海における試

掘を伴う凌深に関して契約が成立した.

石炭の生産は南スマトラにおけるブキタザム炭鉱の

レｰノレ軌道を改良した結果少しばかり増加した.こ

の炭鉱の生産は62年の35万トンから63年の44万トンに

増加した.57年にアメリカは東ジャワのグレシック

にセメント工場を建てて生産を開始し56年の14万トン

から61年には44万トンに達した.ボｰキサイトは63年

に61万トン目本に輸出された.インドネシアニッケル

鉱山企業と日本サニデコとの間に協定(生産分配)が63

年7月に成立してセレベス島のポマラで採掘出鉱を開

始した.

インドネシアにおける鉱産物の生産量

'』ポ五11手～∴･･ゼ1…

鰯一18.5021王7.58312,918

η娘2560.388471,104591,356

金3王78･60♀139･4441304

飯田10,562.1077,720.9678.0004

ボｰキサイト･｡｡｡,｡1｡;｡｡1､｡｡｡

ニッケノ岬41111;1､､,｡｡ぴ

セメント｡丁､､｡,､､､､､､,｡｡｡

1.回シダ･トン2.トン3､キログラム4.搬定

N.A.未入手

インド

アルミニウム･鋼鉄･セメントおよび眉炭は増産中

地方の鉱癌製錬は落しく向上した

63年のニュｰスは鋼鉄生産の膨脹で62年を16%上廻

わる1460万トンに達した.このような情勢から鉄鋼計

画委員会は1966年から発足する第4次5カ年計画に鉄

鋼の年間目標を1750万トンと決定した.

アルミニウムの生産もすばらしい上昇を示し62年の

35万トンから63年の54万トンに狂った.64年には年産

2万5,000トンの初期能力をもつ新工場カミノ･ンガリｰ

政府の援助を得てマデァプラデイジュのコバノレ近くに

建設されるなど各社の増産計画カミ違められている.

インドにおける鉱産物の生産撞

商品名196110621963

石捗{56,065,OO061,390.00065,OOO,000

褐炭63.765210.7481,000,OOO

錫□ミ翁広112,254,OOO13,300.00014,600,000

マンガン鉱11,214,OO01,200.0001,040,OOO

マグネサイト209.744217.371250,000

望婁栂28.19528.22425.000

1〒拒疋石14,339.00016.35818,000,000

ク回マイト45.92666.04367,OOO

滑石98.147103.927122,000

石雫≡手865.5821,124,OO01,200,OOO

鋼鉄(完r分)2,816.0003,639,OO04,200,OOO

戯マンガン103.994109,305N.A.

アルミニウム18.38535.20954,665

頭司8.3369.7819,310

錘}3.6642.8503,537

亜鉛(精鉱)9.25410.02410.627

1.ゴアを除く2.概算3.未入手

ゼイ目ン

鉄鉱床が地質調査所によって発見された二百墨の輸出は

例年並みであったがカオリンがはじめて新しい精錬所

で回収さ机た

石墨は年間を通じて静かなブｰムを呈したが輸出は

鉱石運送賃の高すぎることから伸び悩みそのため価格

は幾分下がり気味である.石墨の輸出はアメリカに全

輸出の29%英連邦に28%日本に23%である.おも

砥石墨鉱山はポゴラ石墨会社カハタガノ･鉱山会社およ

びH,L.デメノレ会社によって稼行された.�
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セイロンの石墨輸出量(トン)

年1トン■年下;一秒鉱開発会杜は海岸砂

195112.62111961S,g42からイルメナイト朝ル岬

1111;1洲:llll:::秒お!伽棚

一一_一一一≡奴し蝿呈786トンのイル

メナイトを輸出した.地質調査所はいろいろの場所で

300万トンの高繍位の磁鉄鉱と赤鉄鉱の存在を確認した､

セメントの年間生産高は7万4山000トンですべて園内

向けの消費紀使われ危,

津鮒翼トラ饗ア

膨大な鉄鉱鰯蔵蛆は唄いて講ず鰯漆&⑳剛土輸出契約

が結傲槻恕母⑳他多く⑳金鰯⑳金塑が6碑は士録す薦

脅錫る書

63年はオｰスけリア鉱工業界に最良の年であった､

探査&開発計画は全州にみなぎりたが人手の不雇と

くに技術脅の不届は資本の不雇よりも困難の原因に放っ

ている｡鉛誼銀曲瀬:鉛苗金紙:石謹ジル鴛ンおよびイル

メナイトの生産高はレ鴛岬ドを更新し黒1褐炭の生産

は鉄1電カユ業の線に沿って伸びている､ボｰキサイ

トとアルミニウム金属エ業は長居の進歩をとげさらに

発腰紀向いスタｰトを切りた観状である｡蘭部泳一ス

トラジァにおける鉄鉱関係脅の非常松努力滅属本への

販売契約成立の形で実を結んだ｡オｰストテリアは長

い闇錫の輸入国であったが5～10年後には輸山国と放

るであろう.政府は鉱業に好意的で中小企業に対す

る銅生産の補助金は65年の終りまで継続するであろう.

オｰストラリアにおける鉱産物の生産量

商品名196119621963

金21,068,690

銀213,061,559

翁司395,690

鉛8269,656

亜区鉛肥311,171

マンガン鉱988,024

タングステン精紡

(65%W08)1･536

黄鉄鉱N,A.

錫82,745

金紅不精鉱副101,428

ジルコン精鋭;8136,481

硫黄(讃鉄鉱･鉛･

亜鈴精鉱山)324･865

鉄鉱85,342,041

ボｰキサイト825,976

イルメナイト精鉱816ア､374

無炭!N･A･

褐炭IN.A.

セメント≡N.A.

1.概算2.オンス3､ロング

�〶����㈵�估

7,540,83218,90⑪,000

����㈰�〰

㌷���〶�〰

㌳��㈳��估

���㌶�住

��㌱��

������估

㈮����

������〰

�㌮�㈱��住

����

41843､曇§45,600.OO0

㈹��㌳�〰　

182･1441200･OO0

24･462･178124･700･OO0

17･137･436118･750･OO0

�㌷�住��估�住伀

トン4.N.A未入手

日本

この数年来同和鉱業･三菱金鰯鉱業および日本鉱業の諸

会社では秋田制こ黒鉱鉱床を発見しこれらのうち三菱

金腐鉱業は小名浜銅製錬所を新しく開設した

電気銅の消費は31万1,000トン電気船は12万7,700ト

ンおよび電気亜鉛は27万トン液ど非鉄金属の需要は63

年に新しいピｰクに達し輸入質錫は銅について自由化

された.この年に同和鉱業は小坂鉱山内の岱鉱床に

おいて1トンあたり平均金工｡⑪露銀1.03%銅2.凄8

銀1

銅(電気)2

鉛(電気)2

皿鍛2(板)

錫(電氣)2

水銀2

ニッケル2

コノ{ノレト1

チタン

マグネシウム2

亜鉛2(電気)

㌸�㈱�

㈷�〰�

���

㈱���

㈮��

��

���

�㌶�

㈮㈸㌀

��　

丬�

�������

㈷������

92,1ε5101.169

������

��㈶

�����

丬���

����

����

����

���㈱���

鉱石

倫19.1618,914

銀1247.590269,372

套同296.409103,482

鉛246.28053,455

可匝翁凸2168.259192,481

雀易2866873

アンチモニ□2195172

水銀2.189153

精鉱

黄鉄鉱ヨ3,391,OO〇

二酸化マンガン鉱i13,766

命胴マンガン鉱'290,335

ク日マイト≡70,379

タングステン;N.A.

モリブデン｡N.A.

チタン15･977

1.キ1コグラム2.トンN.A

〔ワロルド･マイニング誌1964年6η号より

���

㈷㌮��

����

��㈴

����
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未入手

松フ1･完訳〕�




